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雪解けが進みマチに自転車が増える

わき見は厳禁、100％運転に集中しましょう

どんな小さな事故でも、「事故」は、「事故」

◇歩行者・横断者に注意しましょう◇

○ 運転に集中し、しっかり安全確認をしましょう！

脇見や考えことをはしないで、運転中は、運転に集中しましょう。特に交差点及びその付近では、歩行者等

が道路を横断しようとしています。しっかり安全確認をしましょう。

〇 夜間、車両を運転する際は、歩行者や障害物を少しでも早く発見できるよう、ライトはハイビームで走行し

ましょう！ （ただし、他の車両等の交通を妨げるおそれのあるときは、ロービームで走行してください。）

「物思いにふけって、前を見ていなかった」
帯広 信号交差点 赤信号で交差点に入ったか
登校中 横断中の小学生はねられけが 77歳の男逮捕

◇車が動いているときは、いかなる場合も 常に、100％運転に集中しましょう◇

２０１９／３／２０（水） １２：０１

２０日午前７時４０分ごろ、帯広市西１４条南１３丁目の信号交差点で、横断歩道を渡っていた登校中の小学生の女の

子（１１）が、右から来た軽乗用車にはねられ、けがをしました。警察は派遣社員の男性容疑者（７７）を過失運転

致傷の現行犯で逮捕しました。

容疑者は調べに「もの思いにふけって前を見ていなかった」と話していて、警察は赤信号で交差点に入ったと

みて事故原因を調べています。

旭川 駐車場からバックで出てきた
歩道を歩いていた高齢女性重体

◇駐車場を出る時は、左右の安全確認を十分に行い、無理な発進はしないようにしましょう◇

２０１９年０３月２０日 １６時４３分

２０日午前９時半ごろ、旭川市２条通１１丁目で市道脇の歩道を歩いていた女性（８９）が、駐車場からバック

で出てきた軽乗用車にひかれ、意識不明の重体となっています。警察は、軽乗用車を運転していた男子大学生（

２０）を過失運転傷害の疑いでその場で逮捕しました。警察によりますと、容疑者は旭川市の実家に帰省中で、調

べに対し「歩行者に気づくのが遅れた」などと供述しているということです。

発進直後のバスにはねられ死亡
運転席から見えにくい場所にいた可能性

◇発進時は、前後左右の安全確認、『死角』にも注意◇

２０１９／３／２１（木） １０：５８

２０日午前１１時１５分ごろ、福島県の駅バスロータリーで、女性（７９）が路線バスにはねられ死亡した。バスの乗

員乗客にけがはなかった。警察によると、女性は発車時刻に合わせて発進した直後のバスの正面部分と衝突した

。同署は女性はバスの運転席から見えにくい場所にいた可能性があるとみている。

右に、急な車線変更 路線バスと衝突
◇急な車線変更は事故に直結 無理な追い越し 生命の危険 ◇

２０１９／３／２０（水） ２０：１０

２０日午後３時半頃、山形県の交差点で、右折しようとした路線バスの側面に、すぐ左の直進車線にいた乗用車

が衝突した。ケガはなかった。警察は、乗用車の運転手が右に急な車線変更をしたのが原因とみて調べている。


